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 私は南安曇農業高校の生物工学科に所属し、1 年次にはスイートコーンやダイコン、ハクサイ

の栽培を通して農業の基礎について学習しました。その中で土壌の pH が作物の生育に大いに影

響することや、カルシウム不足によってチップバーンが発生することを知り、土壌管理は植物を

育てる上でとても重要な要素であるということが分かりました。 
 そしてそんな頃、野菜を栽培する私の家では、センチュウについての話が上がっていました。

農業高校生として学んでいく中で、私もその存在だけは知っていましたが、どんな種類があるの

かや、その防ぎ方などは全く知らず話についていけませんでした。その時、この検定についてお

話しを聞き、センチュウについても知ることができるかも知れないと思いました。また、土壌に

ついて学ぶことができれば、農家やそれに携わる職に就いた際、必ず役に立つと考えました。そ

のことから、私はこの検定を受けることを決めました。 
 初めてテキストを貰った時は、こんなに厚いものを 2 か月弱で理解し覚えることができるのか

という不安と、未知を知れる喜びで胸が躍りました。試験勉強は主にテキストと過去問を使って

進めました。また、学校では講師の先生に講習を開いていただき、その時に基礎や重要な単語に

ついて教えてもらいながら理解していきました。正直、1 回説明を聞いただけでは全く理解でき

なかったものもありましたが、過去問を解いていき、解説を読むことで、なんとなくですが理解

していきました。また、様々な問題を解いていくと検定の出題傾向や自分の苦手なところがわか

り、力がついていきました。 
 この検定を通して私は受かったことだけでなく、農業についてより詳しく知れたことが嬉しか

ったです。深く知っていくことでより話を理解でき、土壌に関係する他の事にも興味を持ちやす

くなったため、自分の世界が少し広がったように感じました。また、今回学んだことはこれきり

ではなく、普段の授業やテストでも役に立つと思います。授業で似たようなことが出てきたと

き、やったことだと嬉しくなり理解もしやすかったです。 
 私は今回検定を受けて学んだことを無駄にしないよう、これから土壌や農業、ひいては社会に

目を向けて探求していくようにしたいです。また、まだ受けたことのない方や、初めて知ったと

いう方も農業や土づくりについて興味があるのなら、その基礎について学べるためとても面白い

と思います。皆さんも是非挑戦してみてください。 
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